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1 太瘍IネルキII一の化営的変換E且り昴した半蕩ぽ彩浮によら光融喉及府1J¥I注目を集め
ている。 このなかで．酸化テタン (T102)ほ紫夕日光線（〈420れ冗、）しか利用できないし
いう梵点、ばある詞哨磯疇物7]<考液に縣濁豆て虹紅謬るい効率よく光角田喋反庇、p¥1'起

こなこ'c,,P¥I和ら軋ており 1)}和鼻4本粉床の光触喋作用の徴構E先えるために瑚吐我ぃ系であ

る。 記 lコ袴々の条件言l親穀した蔚Cテタン贔甜f8ならび‘に表面揖点E合争紐に復訂し、
虹疇蓋しの間紅叡で。

2 蔀化子タンl謬裔薮子タンのPD7l＜分緋によ I/得ら札たテタン霰ヌうり一（石伶、差叢） t 

130 °¢で 18 -ti,乾煉させた後 所定温度で‘3Iv空気中で‘1［免成しt言l讃穀した。 締晶（ア

丁ダーゼ‘ならび｀にルテル）の含有率ほ Ca.CO豆咽濯準しして X緯回祐スI¥°クI-Iしの最強
四囁（屹軋屹＂札 26：：：認 2゚ならひ＂に2'"I. 2 0)の面積から来` めた。 うた最強国手唸泉の

輝巾（¢)［京め．装置によら幻I¥¥1Jし Kが二重線（濃長入）による尤加‘りの補正を加え．

疇砂の文ぎさ（ L)I詞‘に従って来あた。 L ：：：：ぬI(3ねs8 K= o.q 
試料の比表面樗（ S)l:J'? 7 Kにお（丁る N2 P及肴量1}＼ら BET元（：：より耳出した。 水に縣

濁した訟じテタンの表面水蔽甚の定童ほ文のようにして行なった。 Na.OH I用い 1pH
を忘1稲節した Nac［水滓・っ` 夜に試涼荘縣濁させ． 18ん俊の..t滑打の N討イオンの；農度度忙氾原

和謡；恥より菜め、こ軋から醇tテダン表面＾の Na十イオン暖着量を算出し． こ札E表

面水酸甚量しした。

疇啜反証（22-7°口l¥oI-)レも甚惰ヒして行なった。 蒸溜7.kC5. 0 c.祉）に西紅テタンE

単独で‘，あるいは白金黒を 5ルt°/4担持（メ）ウ供翫
で

葬）したもの (50臼） E縣、；蜀さ包、 アルコ＂ン7J"ス E 150 0T i02•Pt。
咋 1月の空気t置危して忠荏し 2-7°0lI°Iール (500 さ I...Ti02 

゜μ如）£）を？イ？詞）シジ‘t"方入した。 400 W島圧水 弓100
銀灯E殺肴したメ')-J'いうンド‘型菟置t用い、＇差温℃` 百

lLJ 

叫鱈的を行なった。 麟詞‘物{J:1]"ス 70？トクII 喜50
ラフィーを困ぃ 1確認、．定會した。

3 ぃ巧’` 此の翻じ子タン E用いた場合も、反悔旦‘物 又
ほ主にアセトン1:..オ＜蒙で＇、屹の生氏‘曾ば 2-7°0/I°トル 工 。6.;5。...；ぷぷ
応慧にほぼ等し1J＼った。 このこと？＼ら、本及厄l3 Tc/°C 

況っ魯翫‘｀であらわされた。 本研院では、水素鱈‘Figurel Photocatalytic acti ;i ty 

（国）2CHOH ―→ (CH3)2 CO + H2 :『ぷどinationtemperature(Tc) 

着E細渥命恥知度とした。 Ti02(●） or TiOrPt(S急） （O） 50 

臼 1l：：：！毎戚温度(Tc)t水素王氏‘量の関係E 示した。祐芯忠Wと~.~口；ぶ呼よ兒霊nol
配Cテタン単独の場合煉氏‘ぅ品度170°¢の試` 料t除い品唸：r言炉：出芯ば笠 10h 
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て5令心紅疇；；吾ぼt示さなかった。 これ［：：：白金息、［荏
印るヒ著しく知誌知譜天し．t頃細譴（〈~OD°C)ti。.5
国庇‘した拭料を荷選・｀姪配疇しヒも（：：元住l;J.増文し、 占8

碕碑応拭知I¥、最x値を示した。 さら 12麟 (>770t)善べ 6揺

呻成した声甜科l名似謬＋紅示さなかった。 息;400
Fig. 2 IこX線詞ス 4° クト1レ？＼ら来‘めたアかり）しテル速 200
紺恥含輝、ア1炉疇恥鵡子の大きさ｀ならひ‘ヽ（：：：rt '7 308 

紅潤を示した。 煉譴応噌尺ヒヒもに枇定杉から次 予200
如：：：アTダ屯｀型締駈哨叩し、'770°¢1J＼ら）しテル型への転衿 ぶ100

／ 

oL 

-p11‘起こり． 800°¢ で‘l'J:すI¥"て）しテIし型しなった。 ?Tターセ〉 0 300 600 900 

鑓日の§甜厄・の大子さ lバ紐‘ぅ釦屡ヒヒもに噌天し．特（.::5 Tc /•c 

00°CLx.tで活晶p¥11よく成長可るこヒ1)¥11明らt}¥になった。 Figure 2 Physi:al. prop7rties 
of Ti02 prepared at various 

］しテlし型綽晶（ヅ770°C)の締晶3IJ)大きさ l'J非常に大きく(> temperature(TC). 
2000方）、今回用いた方元で` ほ定董できなかった。 ［じ表面

積は．姪配鯰 500°¢ 紅`ほ急、組：：滋‘‘ケし、 アT9-C"令百晶？¥1ヽマ

脱‘長可る 500....700°¢ でほぼ一定(ca..50,rn;牙りしなった。 770 竺2

゜°¢Eこえて 1けlし世に転衿すると比表面莉lま急、涵‘した。 E 
E 

Na↑イオン0及着p＼ら来のT：：競c子タン試料の表面水酸基ヽ
ェ

董EFi9.3に示した。 p H~13 の港液に兼蜀した拭料の ° 
樟輝曾蒻：わち表面水酸甚の統、童lZ諏‘温度ヒヒもにき 1

C 

渦‘ヽケした。 こ札ヒ臼 20 tt表面樗のテ‘'ーがら表面水酸 3 
基忠度を求めらt いず｀れバ甜冠‘もほぼ一定 (ca...3 OH足
如仇―2)であった。 一方．pH.::::bの水縣濁状態にあ‘ける 。
水酸基董（強酋釈缶オ＜酪基し差えられる）はi和成ぅ品度の噌大 ° 
t tもに増加し、特に'100~170°Cの拭料抑強酸岳、Eるも：：

500 

Tc／゚C

pH=6 

0.05 

1008 

括っこヒ神明らかになった。 Figure 3 Amount of hydroxyl 
group on the surface of Ti02 

l‘J...tの締果P¥ら．酪化子タンの光触咲i乍用について;'J!.の VS. calcination temperature 
(Tc). 

ように西えた。 (1)酪化テダン単俄加ま牝紐森初生（な小ざ

ぃ1JIII．臼金焦t1旦子吾するこしにより豹10から 100｛告噌文する。 こ札l3．臼金担将によ＇）

電荷伽知1叶足進されるため渇廷。 (2)等しい触裸骨の場伶アカ—e喝知 lレテル型よリも
島由王である。2) (3)アTターC‘‘型締晶構点をもつ酔じ子タンで‘はア丁炉ぜ型緒晶の含有李1J¥"私

いl孔‘．旬たアTターC"型諸品が含有和1¥、同社度である喝合にほ綽釦¥11よく灰長したもの

ほ匂祈紅II篤ぃ。 (4)3鑓酸性の水酉を基董 (hg.3,pH祁）1)¥11みぃ藪化ナダン l紅光細涯祐
、卜和¥¥‘丈ざい。
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